
広報 奥出雲 8広報 奥出雲9

JAしまねがカーブミラーを寄贈JAしまねがカーブミラーを寄贈

県立大短期大学部学生が
　　　　　　奥出雲の暮らしを学ぶ
県立大短期大学部学生が
　　　　　　奥出雲の暮らしを学ぶ

ご
長
寿
を
祝
い 

祝
状・記
念
品
を
贈
呈

ご
長
寿
を
祝
い 

祝
状・記
念
品
を
贈
呈

奥出雲町若もん未来会議奥出雲町若もん未来会議
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錦織えみ選手がふるさとへ錦織えみ選手がふるさとへ

町肉用種牛共進会の開催町肉用種牛共進会の開催
　平成28年度奥出雲町戦没者追悼式が９月10
日、横田コミュニティセンターで行われまし
た。式には、各地区の遺族会会員など約250
名が参列し、893柱の英霊を偲びました。
　遺族を代表して、戸屋 豊さん（馬木）が
「戦後71年の歳月が過ぎ、戦没者遺族の家
族構成も随分変わって関心が薄れているが、
戦争の悲惨さを後世に語り継ぐことが平和
の尊さを考えるきっかけになる」と述べら
れ、参列者一同は平和への誓いを新たにし
ました。

　９月９日、平成28年度奥出雲町肉用種牛共進
会が仁多中央家畜集合所において開催され、
町内の畜産関係者約150人が集まりました。
　当日は、町内９地区と農業公社から19頭の
出品があり、県や関係機関の審査員によって
個体審査、比較審査が行われました。
　本共進会の上位７席までが、10月22日に開
催される島根県種畜共進会に奥出雲町を代表
して出品されます。
～特選賞の結果～

　リオ五輪女子ホッケー競技に出場した錦織
えみさんが９月12日、母校や地元関係者などを
訪問し、リオ五輪の出場報告を行われました。
　初戦のインド戦では、第１クオーター終了
間際に獲得したペナルティコーナーで鋭い
シュートを決め、日本チームの初得点に貢献
されました。
　錦織さんは「リオ五輪での経験は貴重で、
海外の選手から学ぶことがたくさんあった。
４年後も世界の舞台で戦いたい」と今後の抱
負を語られました。

首席の「やどてるふじ」号

追悼の言葉を述べる戸屋 豊さん

初出荷の様子 勝田町長と錦織えみさん

趣意書を読む上田副本部長

　秋の全国交通安全運動にあわせ、ＪＡしま
ね、共済連島根から町にカーブミラー12基が
寄贈されました。
　９月26日、ＪＡしまね雲南地区本部の上田
幸敏副本部長が役場を訪れ、交通事故防止に
向けた趣意書と目録を勝田町長に手渡されま
した。
　寄贈されたカーブミラーは、各地区からの
要望などを考慮して順次設置し、交通事故防
止に役立てます。

　島根県立大学短期大学部と奥出雲町が共同
で行っている「地域探検学」の奥出雲フィー
ルドワークが９月21日から23日にかけて町内
で実施されました。
　同学部総合文化学科１年生24人が参加し、
阿井地区住民の協力を得て、地域資源の調査
を行い、22日夕方からは地区住民を招いて成
果発表会を開催されました。
　発表後は、地区住民を交えた意見交換が行
われ、互いの気づきや学びを深めながら、充
実した時間を過ごしました。

世界平和を願って世界平和を願って

　９月21日、平成28年産仁多米が奥出雲仁
多米㈱のカントリーエレベーターより、今
年初めて出荷されました。
　初出荷の量は10トンで、そのうち５トン
は東京方面、残りは全国各地の店舗や個人
購入のお得意様へ配達されます。
　奥出雲仁多米㈱の野原幸雄次長は「９月
初日から収穫ができ、他の産地に先駆けて
出荷することに手ごたえを感じている。収
量、食味とも例年に比べ良い出来で、ぜひ
多くの方に食して頂きリピーターになって
いただきたい」と抱負を述べられました。
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　今年７月から始動している「奥出雲町若
もん未来会議“それ、やってみよう！プロ
ジェクト”」が９月22日、雲州そろばん伝
統産業会館で開催されました。
　第３回目となる今回の会議では、参加者
が実行したいプロジェクトごとにチームを
組み、活動に向けた意見交換が活発に行わ
れました。
　これから６つのプロジェクトが奥出雲町
をフィールドに活動を展開されていきます。
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